
 

 

 

 

 

 

 平成２７年度より、桑名市社会福祉協議会では、地域包括支援センター圏域ごとに合計

６名の『生活支援コーディネーター』を配置しました。 

これから迎える「２０２５年問題」（「団塊の世代」が 75 歳以上に到達）を乗り越え、一

人ひとりが安心して住みやすい地域になるためには“地域住民同士での支え合い”が

必要になってきます。その「地域住民同士での支え合い体制」をつくるために、私たちは

地域住民のみなさんと一緒に生活支援サービスの充実を図っていくことを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援サービスの充実に向けて、 

①ボランティア等の生活支援の担い手の養成 

②地域サービスを作り出し、関係者同士の連携をとる 

③地域ニーズと地域サービスをつなぐ   などを行います。 

たとえば、裏面のようなことを行っていきます。 

サービスの担い手は地域住民の方やＮＰＯ、民間企業などです。 

見守り、安否確認、サロンの開催、外出支援・買い物、調理・掃除

などの高齢者の日常生活でのちょっとした困りごとのお手伝いを言

います。 

生活支援コーディネーターって何をする人？？ 

生活支援サービスってどんなこと？？ 



たとえば･･･その① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たとえば･･･その② 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

地域の課題を地域の皆さんと一緒に
．．．．．．．．．．

解決に向けて取り組んでいきます。 

「困ったな～」、「こんなお手伝いできるよ」の声がありましたら、ぜひ私たち

にご連絡ください。 

私たちだけでなく子どもや孫のためにも住みやすい街にしていきませんか？ 

 

 
 

 

 

お問い合わせ 

〒511-0062 桑名市常盤町 51 

桑名市社会福祉協議会  担当：      

TEL：22-8218 FAX：23-5079 

サロンをしてほしいって言われるんだけどどうしたらいいのだろう？ 

近所の人が「足が悪くなってきたから、ゴミ出しに行くのも大変。一

人暮らしだからもしもの時が心配。」って言っているんだけど…。 

大変なことが増えてくると、ちょっとしたお手伝いや家の様子を

気にかけてくださる方がいれば安心ですよね。 

地域で同じように心配されている方もいると思いますので、どの

ように解決していくか一度、みなさんで考えてみませんか？ 

生活支援 

コーディネーター 

地域住民Ａ 

初めてサロンをするのは運営の仕方だったり、参加者の集め方だ

ったり、何をしていいのか分からないですよね。 

1 人で全てをするのは大変なので地域の色々な方と協力し合って

運営しませんか？ 

サロンの開催に向けて私たちも一緒に考えさせていただきます。 

地域住民Ｂ 

生活支援 

コーディネーター 


